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(57)【要約】
【課題】皮膚状態を治療すること。
【解決手段】本発明は、グルコサミン塩酸塩の投与と、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピ
ーク波長を有する赤色光、約７５０ｎｍ～約１０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光
、又は両方とを組み合わせる、皮膚を処置するための組成物、方法、及びキットを提供す
る。
【選択図】なし



(2) JP 2020-2133 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）最大約２重量％のグルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物と、（ｂ）約６００
ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５０ｎｍ～約１０００ｎｍのピー
ク波長を有する近赤外光、又は両方を送達する光送達装置と、を含む、キット。
【請求項２】
　前記光送達装置が、前記赤色光及び前記近赤外光の両方を送達する、請求項１に記載の
キット。
【請求項３】
　約０．１～約２重量％のグルコサミン塩酸塩と、約２．５～約４．５のｐＫａを有する
少なくとも１つの化合物と、を含む、局所適用組成物であって、約５．５未満のｐＨを有
する、局所適用組成物。
【請求項４】
　亜硫酸水素ナトリウムを更に含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記約２．５～約４．５のｐＫａを有する化合物が、クエン酸、乳酸、グリコール酸、
コハク酸、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項３に記載の組成物。
【請求項６】
　約０．１～約２重量％のグルコサミン塩酸塩と、約２．５～約４．５のｐＫａを有する
少なくとも１つの化合物と、を含む、局所適用組成物を含むフィルムであって、前記組成
物が、約５．５未満のｐＨを有する、フィルム。
【請求項７】
　亜硫酸水素ナトリウムを更に含む、請求項６に記載のフィルム。
【請求項８】
　前記約２．５～約４．５のｐＫａを有する化合物が、クエン酸、乳酸、グリコール酸、
コハク酸、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項６に記載のフィルム。
【請求項９】
　多層の水で除去することができるフィルムの形態の、請求項６に記載のフィルム。
【請求項１０】
　グリセリン誘導体を含む下皮膚接触層を含む、請求項６に記載のフィルム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　ヒアルロン酸は、全ての結合組織において見られる。皮膚において、ヒアルロン酸は、
線維芽細胞及びケラチノサイトによって生成される。ヒアルロン酸は、水中でその重量の
１０００倍に結合することができ、皮膚が水を保持及び維持するのを助けることができる
。若い皮膚において、ヒアルロン酸は、コラーゲン及びエラスチン繊維の周辺、及びこれ
らの繊維が交差するところに位置する。若い皮膚ほどふっくらとしていない老化した皮膚
は、ヒアルロン酸のレベルの減少によって特徴付けられる。そのようなヒアルロン酸レベ
ルの減少は、コラーゲン及びエラスチンとのその解離、並びに水結合の低減に寄与する。
したがって、ヒアルロン酸レベルの減少は、しわ、弾性の変化、膨張の低減、及び皮膚の
微小血管系を支持する能力の減少を含む、皮膚老化の徴候に関与する。皮膚老化の主な臨
床的徴候は、年齢と共に増加する細かい小じわ及びしわの出現である。
【０００２】
　しわ及び細かい小じわと闘うための異なる製品及び方法が提案されており、ヒアルロン
酸自体は、皮膚の保湿及び弾性を増加させるために、注射用及び局所用化粧品の両方にお
ける活性剤として市販されている。しかしながら、ヒアルロン酸は、皮膚上で、かつ皮膚
に注入されたときに制限された寿命を有する。皮膚中に存在する酵素であるヒアルロニダ
ーゼは、ヒアルロン酸を分解し、したがってその影響を低減する。ヒアルロン酸の半減期
は、組織によって異なるが、真皮及び表皮において約１日である。更に、外因性ヒアルロ
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ン酸の皮膚への浸透は、そのサイズに起因して局所適用によって達成することが困難であ
ることが証明されている。
【０００３】
　形態又は経口栄養補助食品中のグルコサミンは、ヒト及び動物における関節の構造及び
機能を支持するために市販されている。グルコサミンの一般的な販売形態は、グルコサミ
ン硫酸塩、グルコサミン塩酸塩、及びＮ－アセチルグルコサミンである。
【０００４】
　グルコサミンは、関節痛の治療のためにいくつかの経口栄養補助食品で使用されている
。スキンケアでは広く使用されていない。
【０００５】
　光線療法は、皮膚の状態を治療するのに有効であることが知られており、約６３３ｎｍ
の波長を有する赤色光は、抗炎症効果を有することが知られている。赤色光の抗炎症作用
の機構は、炎症性メディエータ、並びにインターロイキン－１ａ及びマトリクスメタロプ
ロテイナーゼなどの酵素の阻害によって生じると考えられている。
【０００６】
　米国特許第８，７７１，３２８号は、顔面用マスクの形態であり得る、簡便な装置内に
配置された、ＬＥＤなどの放射ランプ用の治療ランププラットフォームを含む、改良され
た光線療法システムを開示する。このシステムは、異なる波長の放射エネルギー、例えば
、青色、赤色、又は赤外線のうちの少なくとも２つを放射する。
【０００７】
　Ｊｏｈｎｓｏｎ＆Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｉｎｃ．から市販されているＮ
ＥＵＴＲＯＧＥＮＡ　Ｌｉｇｈｔ　Ｔｈｅｒａｐｙ　Ａｃｎｅ　Ｍａｓｋは、皮膚表面の
真下に浸透して、座瘡を誘発する細菌を死滅させる青色光及び皮膚のより深くまで浸透し
て炎症を軽減する赤色光を放射する。
【０００８】
　米国特許第７，０６６，９４１号は、約４００ｎｍ～約５００ｎｍの波長を有する可視
光の有効量を照射することによって、加齢した皮膚又は損傷した皮膚を治療することに関
する。光源は、例えば、太陽光であっても、人工光であってもよく、一実施形態では、発
光ダイオードが個別の皮膚領域に適用される。α－ヒドロキシ酸などの角質層の光透過性
を増強する、及び／又は光を除去する化合物を含有する組成物は、光治療の前又は光治療
中に適用されてもよい。
【０００９】
　国際公開第２０１６／１４６７７８号は、グルコサミンを含む多種多様な成分を含有し
得る局所適用組成物と共に、緑色光、赤色光、及び近赤外光に対応する波長のピークを有
する不連続スペクトルを有する光を皮膚に提供する１つ又は２つ以上の光線を用いて、対
象の皮膚を照明することを含む、スキンケアを提供する美容方法に関する。そのような方
法は、皮膚細胞の増殖及び移動、並びにコラーゲンなどの細胞外マトリクス繊維の生成を
伴う皮膚活性化プロセスにとって有益であると言われている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　出願者らは今回、皮膚によるヒアルロン酸の生成が、驚くべきことに、最大約２重量％
のグルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物を適用し、光送達装置を使用して赤色及び近
赤外光に前述の皮膚を曝露することによって上方制御され得、したがって、皮膚における
少なくとも１つの老化の徴候の出現を改善する、低減する、阻害する、又は遅延させるこ
とを含む、皮膚に対する有意かつ予想外な利益を提供することを発見した。組み合わせは
また、皮膚バリア保護及び皮膚保湿を向上させ得る。したがって、例えば、皮膚老化の徴
候を治療し、皮膚を保湿する新しい方法が現在利用可能である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】



(4) JP 2020-2133 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

　本発明は、皮膚によるヒアルロン酸の生成を増加させる方法を提供し、最大約２重量％
のグルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物をそのような皮膚に局所的に適用することと
、光送達装置を使用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約
７５０ｎｍ～約１０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に前述の皮膚を曝
露することとを含む。
【００１２】
　本発明はまた、皮膚を処置する方法も提供し、最大約２重量％のグルコサミン塩酸塩を
含む局所適用組成物を、皮膚老化の徴候のための治療を必要としている皮膚に局所的に適
用することと、光送達装置を使用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有す
る赤色光、約７５０ｎｍ～約１０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に前
述の皮膚を曝露することとを含む。
【００１３】
　本発明は更に、皮膚を処置する方法を提供し、最大約２重量％のグルコサミン塩酸塩を
含む局所適用組成物を、保湿を必要としている皮膚に局所的に適用することと、光送達装
置を使用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５０ｎｍ
～約１０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に前述の皮膚を曝露すること
とを含む。
【００１４】
　本発明はまた、（ａ）最大約２重量％のグルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物と、
（ｂ）約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５０ｎｍ～約１０
００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方を送達する光送達装置とを含むキット
も提供する。
【００１５】
　本発明は更に、約０．１～約２重量％のグルコサミン塩酸塩と、約２．５～約４．５の
ｐＫａを有する少なくとも１つの化合物とを含む局所適用組成物を提供し、前述の組成物
は、約５．５未満のｐＨを有する。
【００１６】
　本発明はまた、約０．１～約２重量％のグルコサミン塩酸塩と、約２．５～約４．５の
ｐＫａを有する少なくとも１つの化合物とを含む局所適用組成物を含むフィルムを提供し
、前述の組成物は、約５．５未満のｐＨを有する。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　特段の記載がない限り、本明細書で用いられる全ての科学技術用語は、本発明が属する
技術分野における当業者が一般に解釈するのと同じ意味を有する。本明細書において言及
する刊行物、特許出願、特許などの他の参考文献は全て、参照により組み込まれる。
【００１８】
　本明細書で使用する場合、「局所的に適用する」とは、例えば、手、又はワイプ、ロー
ラー、若しくはスプレーなどのアプリケータを使用して、外皮又は頭皮に直接塗ったり、
なじませたりすることを意味する。
【００１９】
　本発明で使用する場合、「化粧用」とは、具体的には組織又は皮膚の外観に関する場合
、身体的に美しい外観を保つ、回復させる、与える、装う、若しくは高める、又は美しさ
又は若々しさが増すように見える美化物質、又は製剤（調剤）を指す。
【００２０】
　本発明で使用する場合、「化粧用としての有効量」とは、１つ又は２つ以上の状態を治
療するのに十分であるが、重度の副作用を回避するのに十分に低度の、生理学的に活性な
化合物又は組成物の量を意味する。化合物又は組成物の化粧用としての有効量は、処置す
る特定の状態、最終使用者の年齢及び健康状態、処置／防止する状態の重症度、処置の期
間、他の処置の性質、使用する特定の化合物又は製品／組成物、利用する特定の化粧用と
して許容可能なキャリア、及び同様の要因によって変化する。
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【００２１】
　本発明で使用する場合、「化粧用として許容可能な」とは、この用語が説明する成分が
、過度の毒性、不適応性、不安定性、刺激、アレルギー性反応などなく、組織（例えば、
皮膚）と接触して使用するのに好適であることを意味する。
【００２２】
　本発明で使用する場合、「化粧用として許容可能な活性剤」とは、皮膚への、美容的又
は治療的な効果を有する化合物（合成若しくは天然）である。
【００２３】
　本発明で使用する場合、「治療又は治療する」とは、状態又は障害の存在又は徴候の緩
和、低減、予防、改善又は排除を指す。
【００２４】
　本発明は、皮膚老化の徴候を治療するのに適している。本発明で使用する場合、「皮膚
老化の徴候」とは、小じわ及びしわの存在、弾性の喪失、不均一な皮膚、シミを含む。特
に好ましい実施形態では、老化の徴候は、小じわ及びしわの存在、及び／又は弾性の喪失
である。
【００２５】
　本発明で使用する場合、「しわ」は、細かい小じわ、細かいしわ、又は粗いしわを含む
。しわの例としては、目の周囲の細かいしわ（例えば、「目尻のしわ」）、額及び頬のし
わ、眉間のしわ、口の周囲の豊齢線が挙げられるが、これらに限定されない。
【００２６】
　本発明で使用する場合、「弾性の喪失」とは、たるみ、弛緩、及び緩んだ組織を含むが
、これらに限定されない皮膚又は組織の弾性、又は構造的完全性の喪失を含む。弾性、又
は組織の構造的完全性の喪失は、疾患、老化、ホルモン変化、機械的外傷、環境損傷、又
は化粧料又は医薬品などの製品の組織への適用の結果を含むが、これらに限定されない、
多数の要因の結果であり得る。
【００２７】
　本発明で使用する場合、「不均一な皮膚」とは、炎症後色素沈着過度などの色素沈着過
度に分類され得る、びまん性又は斑点模様の色素沈着に関連する皮膚の状態を意味する。
【００２８】
　本発明で使用する場合、「シミ」とは、赤み又は紅斑に関連する皮膚の状態を意味する
。
【００２９】
　本発明の組成物は、保湿が必要な皮膚を処置するのにも有用である。本発明で使用する
場合、「保湿が必要な皮膚」とは、水分が欠如している、皮脂が欠如している、ひび割れ
している、乾燥している、痒みがある、鱗屑性である、乾皮症である、脱水状態である、
柔軟性が欠如している、輝きが欠如している、くすんでいる、又は脂質が欠如している皮
膚を意味するが、これらに限定されない。
【００３０】
　特に指示がない限り、百分率又は濃度は、重量百分率又は重量濃度（即ち、％（Ｗ／Ｗ
））を指す。特に明記しない限り、全ての範囲は、両端点を包含し、例えば、「４～９」
は、両端点の４と９を含む。
【００３１】
　グルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物
　本発明は、グルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物を利用する。
【００３２】
　局所適用組成物は、最大約２重量％、好ましくは最大約１．５重量％、又はより好まし
くは最大約１重量％のグルコサミン塩酸塩を含有してもよい。
【００３３】
　グルコサミンは、様々な塩及び誘導体を含む様々な形態で入手可能である。本発明者ら
は、全てのグルコサミン形態が、赤外光及び／又は赤色光と組み合わせた場合に優れた効
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果を提供するわけではないことを発見した。驚くべきことに、赤外光及び／又は赤色光と
共にグルコサミン塩酸塩を投与することは、ヒアルロン酸の生成を相乗的に増加させる。
これは、グルコサミンリン酸塩、Ｎ－アセチルグルコサミン、又はグルコサミンでは観察
されなかった。
【００３４】
　グルコサミン塩酸塩は、例えば、Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈから市販されている。
【００３５】
　組成物は、当該技術分野で設定された濃度で、従来から皮膚用の組成物に使用されてい
る、多種多様な付加的な油溶性材料及び／又は水溶性材料を含んでもよい。例えば、界面
活性剤、真珠光沢剤又は乳白剤、増粘剤、皮膚軟化剤、コンディショナ、湿潤剤、キレー
ト化剤、スクラブ剤、及び組成物の外観、感触、又は香りを向上させる添加剤、例えば、
着色剤、香料、保存料、ｐＨ調整剤などが含まれ得る。
【００３６】
　組成物は、例えば、他の老化防止剤及び保湿剤、抗ニキビ剤、てかり制御剤、抗菌剤、
抗炎症剤、抗真菌剤、抗寄生虫剤、外用鎮痛剤、日焼け止め剤、光防護剤、酸化防止剤、
角質溶解剤、界面活性剤、栄養素、ビタミン、エネルギー増強剤、制汗剤、収斂剤、体臭
防止剤、安定剤、皮膚硬化防止剤、皮膚調整剤、及び皮膚美白剤などを含む、１つ又は２
つ以上の他の化粧用として許容可能な活性剤を含んでもよい。
【００３７】
　他の化粧用活性剤の量は、組成物の約０．００１重量％～約２０重量％、例えば、組成
物の約０．０１重量％～約５重量％などの組成物の約０．００５重量％～約１０重量％の
範囲であってもよい。
【００３８】
　化粧用として許容可能な活性剤は、例えば、過酸化ベンゾイル、Ｄ－パンテノールカロ
テノイド、セラミド、多価不飽和脂肪酸、必須脂肪酸、ラッカーゼなどの酵素、酵素阻害
剤、ミネラル、エストロゲンなどのホルモン、ヒドロコルチゾンなどのステロイド、２－
ジメチルアミノエタノール、塩化銅などの銅塩、アルジレリン、シンエイク、及びこれら
の銅を含有するものなどのペプチド、コエンザイムＱ１０、プロリンなどのアミノ酸、ビ
タミン、ラクトビオン酸、アセチル－コエンザイムＡ、ナイアシン、リボフラビン、チア
ミン、リボース、ＮＡＤＨ及びＦＡＤＨ２などの電子輸送体、アロエベラ、ナツシロギク
、オートミール、ディル、ブラックベリー、キリ、Ｐｉｃｉａ　ａｎｏｍａｌａ、及びチ
コリなどの天然抽出物、４－ヘキシルレゾルシノールなどのレゾルシノール、クルクミノ
イド、Ｎ－アセチルグルコサミン及びグルコサミン塩酸塩以外の他のグルコサミンなどの
糖アミン、並びにこれらの誘導体及びこれらの混合物から選択されてもよい。
【００３９】
　ビタミンの例としては、限定されないが、ビタミンＡ、ビタミンＢ群、例えば、ビタミ
ンＢ３、ビタミンＢ５及びビタミンＢ１２、ビタミンＣ、ビタミンＫ、及びビタミンＥの
異なる形態、例えば、α、β、γ又はδトコフェロール、又はこれらの混合物及び誘導体
が挙げられる。
【００４０】
　酸化防止剤の例としては、限定されないが、水溶性酸化防止剤、例えば、スルフヒドリ
ル化合物及びその誘導体（例えば、メタ重亜硫酸ナトリウム及びＮ－アセチル－システイ
ン）、リポ酸及びジヒドロリポ酸、レスベラトロール、ラクトフェリン、アスコルビン酸
、アスコルビン酸誘導体（例えば、パルミチン酸アスコルビル及びアスコルビルポリペプ
チド）が挙げられる。本発明の組成物に使用するのに好適な油溶性酸化防止剤としては、
ブチル化ヒドロキシトルエン、レチノイド（例えば、レチノール及びパルミチン酸レチニ
ル）、トコフェロール（例えば、酢酸トコフェノール）、トコトリエノール、及びユビキ
ノンが挙げられるが、これらに限定されない。本発明の組成物に使用するのに適した酸化
防止剤を含有する天然抽出物としては、限定されないが、フラボノイド及びイソフラボノ
イドを含有する抽出物、及びその誘導体（例えば、ゲニステイン及びダイゼイン）、レス
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ベラトロールを含有する抽出物が挙げられる。このような天然抽出物の例には、ブドウ種
、緑茶、松の樹皮及びプロポリスが挙げられる。
【００４１】
　一実施形態では、局所適用組成物は、少なくとも約４、又は約４～約２０重量％のグリ
セリン、例えば約６～約１０重量％のグリセリンを含む。
【００４２】
　別の実施形態では、局所適用組成物は、約０．１～約２重量％の塩酸グルコサミンと、
約２．５～約４．５のｐＫａを有する少なくとも１つの化合物とを含み、前述の組成物は
、約５．５未満のｐＨを有する。例えば、約２．５～約４．５のｐＫａを有する化合物は
、クエン酸、乳酸、グリコール酸、コハク酸、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れてもよい。
【００４３】
　別の実施形態では、局所適用組成物は、亜硫酸水素ナトリウムを更に含む。
【００４４】
　組成物は、化粧用として許容可能な局所用キャリアを更に含んでいてもよい。本キャリ
アは、組成物の約５０重量％～約９９．９９重量％（例えば、組成物の約８０重量％～約
９９重量％）であってもよい。本発明の一実施形態では、化粧用として許容可能な局所用
キャリアは水を含む。
【００４５】
　組成物は、ローション、クリーム、ゲル、スティック、スプレー、軟膏、ペースト、フ
ォーム、パウダー、ムース、クリーム、ワイプ、パッチ、ヒドロゲル、フィルム形成製品
、フェイシャルマスク及びスキンマスク、溶解性又は非溶解性フィルム、並びにファンデ
ーションなどのメークアップを含むが、これらに限定されない、多種多様な製品種類へと
作製されてもよい。これらの製品種類は、溶液、懸濁液、マイクロエマルション及びナノ
エマルションなどのエマルション、ゲル、固形物、フィルム、並びにリポソームが挙げら
れるが、これらに限定されない、化粧用として許容可能な多種多様な局所用キャリアを含
有してもよい。以下は、このようなキャリアの非限定例である。当業者によれば他のキャ
リアを配合することもできる。
【００４６】
　組成物は、溶液として配合されてもよい。溶液は、典型的には、水性又は有機溶媒（例
えば、約５０％～約９９．９９％又は約９０％～約９９％の化粧用として許容可能な水性
又は有機溶媒）を含む。好適な有機溶媒の例としては、プロピレングリコール、ポリエチ
レングリコール、ポリプロピレングリコール、グリセロール、１，２，４－ブタントリオ
ール、ソルビトールエステル、１，２，６－ヘキサントリオール、エタノール、及びこれ
らの混合物が挙げられる。
【００４７】
　組成物は、皮膚軟化剤を含む溶液として配合されてもよい。このような組成物は、好ま
しくは、約２％～約５０％の皮膚軟化剤（複数可）を含有する。本発明で使用する場合、
「皮膚軟化剤」とは、皮膚からの経皮水分喪失を防止することなどにより、乾燥状態の防
止又は緩和のために使用する材料を指す。皮膚軟化剤の例としては、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　
Ｈａｎｄｂｏｏｋ、Ｐｅｐｅ、Ｗｅｎｎｉｎｇｅｒ、ＭｃＥｗｅｎ編、ｐｐ．２９３０－
３６（Ｔｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ，ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａ
ｓｓｏｃ，Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，Ｄ．Ｃ．，９ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２００２）（以
後、「ＩＣＩ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ」）に記載されるものなどが挙げられるが、これに限定
されない。特に好適な皮膚軟化剤の例としては、植物油、鉱油、脂肪エステルなどが挙げ
られる。
【００４８】
　ローションはそのような溶液から作製され得る。ローションは、典型的には、約１％～
約２０％（例えば、約５％～約１０％）の皮膚軟化剤（複数可）と、約５０％～約９０％
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（例えば、約６０％～約８０％）の水とを含有する。
【００４９】
　溶液から配合できる別の種類の製品はクリームである。クリームは、典型的には、約５
％～約５０％（例えば、約１０％～約２０％）の皮膚軟化剤（複数可）と、約４５％～約
８５％（例えば、約５０％～約７５％）の水とを含有する。
【００５０】
　又は、組成物は、無水物であってもよく、水を含まないが、有機溶媒及び／又はシリコ
ーン溶媒、油、脂質及びワックスを含む軟膏であってもよい。軟膏は、動物又は植物油の
単一塩基又は半固体の炭化水素を含有してもよい。軟膏は、約２％～約１０％の皮膚軟化
剤（複数可）と、約０．１％～約２％の増粘剤（複数可）とを含有し得る。増粘剤の例と
しては、ＩＣＩ　Ｈａｎｄｂｏｏｋのｐｐ．２９７９～８４に記載されるものが挙げられ
るが、これに限定されない。
【００５１】
　組成物は、エマルションとして配合されてもよい。局所用キャリアがエマルションであ
る場合、約１％～約１０％（例えば、約２％～約５％）の局所用キャリアが乳化剤（複数
可）を含有する。乳化剤は、非イオン性、アニオン性、又はカチオン性であってもよい。
乳化剤の例としては、ＩＣＩ　Ｈａｎｄｂｏｏｋのｐｐ．２９６２～７１に記載されるも
のが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５２】
　ローション及びクリームを、エマルションとして配合することができる。典型的には、
このようなローションは、０．５％～約５％の乳化剤（複数可）を含有する。このような
クリームは、典型的には、約１％～約２０％（例えば、約５％～約１０％）の皮膚軟化剤
（複数可）と、約２０％～約８０％（例えば、約３０％～約７０％）の水と、約１％～約
１０％（例えば、約２％～約５％）の乳化剤（複数可）とを含有する。
【００５３】
　水中油型及び油中水型の、ローション及びクリームのような単相エマルションのスキン
ケア製剤は、化粧品技術分野で周知であり、本発明に有用である。水中油中水型又は油中
水中油型などの多相エマルション組成物もまた、本発明に有用である。一般に、そのよう
な単相又は多相のエマルションは、必須成分として水、皮膚軟化剤、及び乳化剤を含有す
る。
【００５４】
　組成物は、ゲル（例えば、適切なゲル化剤（複数可）を用いた、水性、アルコール性、
アルコール／水性又は油性のゲル）として配合されてもよい。水性及び／又はアルコール
性ゲル用の好適なゲル化剤には、天然ゴム、アクリル酸及びアクリレートのポリマー及び
コポリマー、及びセルロース誘導体（例えば、ヒドロキシメチルセルロース及びヒドロキ
シプロピルセルロース）が含まれるが、これらに限定されない。油（鉱油など）用の好適
なゲル化剤としては、水素添加ブチレン／エチレン／スチレンコポリマー及び水素添加エ
チレン／プロピレン／スチレンコポリマーが挙げられるが、これらに限定されない。この
ようなゲルは、典型的には、約０．１重量％～５重量％のこのようなゲル化剤を含有する
。
【００５５】
　組成物はまた、固形物（例えば、ワックスベースのスティック、バー、パウダー）に配
合することができる。
【００５６】
　組成物は、フィルム、織布又は不織布材料、ワイプ、パッチ、マスク、衣類などの基材
に含まれてもよい。
【００５７】
　一実施形態では、組成物はフィルムに含まれてもよい。本明細書で使用する場合、「フ
ィルム」という用語は、哺乳類、より具体的にはヒトの皮膚に薄層、つまり膜を形成する
組成物を意味する。このようなフィルムは、単層又は多層を含んでもよい。
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【００５８】
　一実施形態では、フィルムは、溶解性フィルムである。様々な溶解性フィルムが当該技
術分野において既知であり、本発明に従ってこれらのいずれか１つを使用してもよい。
【００５９】
　ある特定の実施形態では、フィルムは、米国特許出願公開第２０１５／０１８２９９１
号に記載のインテグラルフィルム製品を含んでもよく、この開示は、参照により本明細書
に組み込まれる。このインテグラルフィルム製品は、製造基材から独立して使用するため
に、フィルム製品をその上で作製した製造基材から除去できるように配置及び構成される
。具体的には、この製品は、剥離性表面を有する製造基材上にマスクを載置し、マスクを
通してフィルム形成組成物を送達して粗形状体を製造基材上に形成することと、マスクを
除去することと、製造基材上に配置されたインテグラルフィルム製品へと粗形状体を凝固
させることと、を含む。マスクは、所望のインテグラルフィルム製品に対応する形状を有
する少なくとも１つの開口部を有する。インテグラルフィルム製品は、製造基材から独立
して使用するために製造基材の剥離性表面から除去できるように配置及び構成される。
【００６０】
　別の実施形態では、フィルムは、米国特許出願公開第２０１５／０１８２９９０号に記
載の多層形状のフィルム製品を含んでもよく、この開示は、参照により本明細書に組み込
まれる。例えば、皮膚に送達される局所適用組成物を含む第１の面と、外部に露出する第
２の面と、を含む２層形状のフィルム製品が使用されてもよい。そのような製品は、マス
クを通して液体フィルム形成組成物を送達することと、マスクを除去して多層粗形状体を
残すことと、多層粗形状体を硬化して多層成形フィルム製品を形成することとを含むプロ
セスを使用して作製され得る。マスクは、送達面と、反対側の面と、所望の成形フィルム
製品に対応する設計を有する少なくとも１つの開口部と、を有する。フィルム形成組成物
は、多流ノズルを通して送達される。マスクの移動並びにマスク開口部への第１及び第２
のフィルム形成液体組成物の送達は、空隙の容積に対応するマスクの開口部に第１及び第
２のフィルム形成液体組成物の容積流量をもたらすように制御される。ノズルは、マスク
の送達面と接触している。
【００６１】
　別の特定の実施形態では、フィルムは米国特許出願公開第２０１５／０１８２９９２号
に記載の多層フィルム製品を含んでもよく、この開示は、参照により本明細書に組み込ま
れる。例えば、第１の層が、第１の層上に配置された第２の層よりも大きい表面積を有す
る２層形状のフィルム製品が使用されてもよい。これは、第１の層の上に第２の層の「島
」を形成する。２層のうちの１つは皮膚に接触するための層であり、本発明の組成物を含
む。他方の層は、外部に露出する。このような製品は、第１のマスクを通して第１のフィ
ルム形成組成物を送達して、第１の粗形状体を形成することと、第１のマスクを除去する
ことと、第１の粗形状体上に第２のマスクを載置することと、第２のマスクを通して第２
のフィルム形成組成物を送達して、第１の粗形状体上に第２の粗形状体を形成することと
、第２のマスクを除去することと、第１及び第２の粗形状体を凝固させて成形フィルム製
品をもたらすことと、によって作製されてもよい。
【００６２】
　更なる実施形態では、米国特許出願公開第２０１５／０１８２９９３号に記載の成形フ
ィルム製品は組成物を含んでもよく、この開示は、参照により本明細書に組み込まれる。
このような成形フィルム製品は、製造基材上にマスクを載置することと、ノズルを通して
フィルム形成組成物を送達して、製造基材上に粗形状体を形成することと、マスクを除去
することと、フィルム形成組成物を凝固させて、製造基材上に配置された成形フィルム製
品をもたらすことと、によって作製されてもよい。マスクは、送達面と、反対側の製造基
材対向面と、所望の成形フィルム製品に対応する設計を有する少なくとも１つの開口部と
、を有する。フィルム形成組成物の送達中、ノズルは、マスクの少なくとも１つの開口部
に対するマスクの送達面と密閉係合するように配置される。
【００６３】
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　更に別の実施形態では、米国特許出願公開第２０１６／０３６７４９０号に記載の局所
適用多層フィルムが使用されてもよく、この開示は、参照により本明細書に組み込まれる
。このフィルムは、フィルムに水を適用することで容易に除去することができる。本明細
書で使用する場合、「容易に除去することができる」とは、フィルムに水を適用すること
でフィルムが溶解又は崩壊することで、ごしごしこすったりなどすることなく、フィルム
を皮膚から取り除くことができることを意味する。
【００６４】
　このようなフィルムは、皮膚から外側に面した第１の上面と、第１の上面と反対側の第
１の下面と、を有する第１の上層を含む。物品はまた、第１の上層の第１の下面に面し、
この下面に接着される第２の上面と、物品が皮膚に適用される際に皮膚と物品とを接触さ
せて接着する、外側に面した第２の下面と、を含む下皮膚接触層を有する。下皮膚接触層
は、局所適用組成物を含む。加えて、第１の上層及び第２の下層のそれぞれは、水溶性フ
ィルム形成材料を含み、物品は皮膚に水を適用することで皮膚から容易に除去できる。
【００６５】
　局所適用組成物を含有するこのフィルムは、多層成形フィルム製品の上記の形成プロセ
スのうちの１つによって形成されてもよい。これはまた、接着層をキャスティング及び乾
燥し、次いで下層の上に上層をキャスティングすることによって作製されてもよい。２層
は、既知の接着法（機械的、化学的、分散、静電気、拡散によるものなど）のいずれかに
よって互いに接着されてもよい。一実施形態では、２層は、好ましくはいずれも水溶性で
あり、これにより、非接着性の外側に面した層中の水分が既に乾燥している接着性の皮膚
接触層をわずかに溶解することで、２層の界面に一定量の拡散接着をもたらす。第２の実
施形態では、両層はウェット・オン・ウェット方式でキャスティングされ、材料同士の混
合が材料間の界面で生じ、これにより拡散接着による結合が形成される。好ましくは、各
材料は共通の溶媒を有するか、かつ／又は互いに混和することで互いに混合及び結合する
。接着層及び非接着層（それぞれ皮膚接触層及び外側に面した層）の材料は、材料同士が
互いに結合するように、アルコールなどの水以外の共通の溶媒を有してもよい点が認識さ
れよう。
【００６６】
　例えば、皮膚接触層は、好ましくは、親水性フィルム形成ポリマー、フィルム中の他の
成分を可溶化するための可溶化剤、崩壊促進剤、増粘剤／構造化剤／テクスチャ改質剤、
皮膚の水分を保持するための吸湿剤／湿潤剤、吸湿剤を皮膚内に移動させるための分配係
数改変剤／吸収又は浸透促進物質、可撓性及び柔軟性を与えるための可塑剤／一次接着剤
、ヒドロコロイドに使用され、潜在水分を保持し、最終物品を可撓性に保つための溶媒、
並びに他の補助剤又は添加剤を含む。皮膚接触層は好ましくは皮膚表面に直接適用され、
物品の皮膚接触面として使用されるのに適した特性を有する。そのような特性としては、
急速溶解性、持続的接着強度、半閉塞性、及び可撓性が揚げられる。皮膚接触層は、グル
コサミン塩酸塩と、局所適用組成物の他の成分とを含む。
【００６７】
　外側に面した層は、物理的バリアとして使用するのに適した特性を有することにより、
物品が適用部位に定置されている間、物品に埃や汚れ及び細片が付かないようにすること
ができる。そのような特性としては、急速溶解性、半閉塞性、可撓性、及び非粘着性が揚
げられる。外側に面した層は、親水性フィルム形成ポリマー、崩壊促進剤、水中油乳化剤
、皮膚接触層から局所層への水の移動を制限するためのワックス、可撓性及び柔軟性を与
えるための可塑剤、一次接着剤、ヒドロコロイドに使用され、潜在水分を保持し、最終物
品を可撓性に保つための溶媒、及び他の補助剤又は添加剤を含む。
【００６８】
　本発明の特定の実施形態では、局所適用組成物は、このような水で除去することができ
る多層フィルムに含有される。フィルムは、例えば、最大約２ｍｍの厚さを有してもよい
。フィルムは、第２の下面を皮膚に接着することによって皮膚上に配置される。次いで、
フィルムは、本発明による光送達装置を使用して、４００ｎｍ～４６０ｎｍのピーク波長
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を有する青色光に曝露される。フィルムは、例えば、少なくとも１５分、又は少なくとも
３０分、又は少なくとも３時間、又はなくとも６時間の期間にわたって定位置に維持され
、これにより、グルコサミン塩酸塩は、皮膚の適用部位に移動することが可能である。次
いでフィルムは、水を適用する（ただちにフィルムが溶解する）ことにより適用部位から
除去される。
【００６９】
　上記の更なる実施形態では、下皮膚接触層は、有効量の乳化剤を更に含んで、皮膚への
グルコサミン塩酸塩の輸送を促進する。一実施形態では、乳化剤はグリセリン誘導体であ
る。例えば乳化剤は、グリセリド及びグリセリン脂肪酸エステルからなる群から選択され
てもよい。
【００７０】
　光送達装置
　光送達装置は、赤色光若しくは近赤外光又は両方の任意の光源を含んでもよい。一実施
形態では、光送達装置は、光及び近赤外光の両方を送達する。
【００７１】
　本明細書で使用される場合、「赤色」光は、約６００～約７５０ｎｍ、好ましくは約６
００～約７００ｎｍのピーク波長を有する光を意味する。一実施形態では、赤色光は、約
６３３ｎｍのピーク波長を有する。
【００７２】
　本明細書で使用される場合、「近赤外」光は、約７５０～約１０００ｎｍ、好ましくは
約８００～約９００ｎｍのピーク波長を有する光を意味する。一実施形態では、近赤外光
は、約８３０のピーク波長を有する。
【００７３】
　光送達装置は、それが赤色光、近赤外光、又は両方を放出するという条件で、任意の形
態又は構成をとることができる。光は、連続的に、パルス状で、集中的に、拡散して、多
波長で、コヒーレントに、若しくは所望の範囲内で非コヒーレントに、又は所望の波長（
複数可）で送達されてもよい。
【００７４】
　ある特定の好ましい実施形態では、赤色光のみ、近赤外光のみ、又は赤色光及び近赤外
光のみが皮膚に送達される。即ち、他の波長の光は、光送達装置によって送達される光に
おけるそのような他の波長のフィルタリング又はそのような波長の不在のいずれかによっ
て、皮膚に送達されない。
【００７５】
　別のそのような実施形態では、赤色光のみが送達される。
【００７６】
　更なる実施形態では、近赤外線のみが送達される。
【００７７】
　特に好ましい実施形態では、赤色光及び近赤外光の両方が送達される。
【００７８】
　光は、好ましくは低強度で送達される。一実施形態では、光の電力供給は、約２０ｍＷ
／ｃｍ２未満である。例えば、光は、約１ｍＷ／ｃｍ２～約２０ｍＷ／ｃｍ２の強度で送
達されてもよい。別の実施形態では、光の強度は、約１ｍＷ／ｃｍ２未満である。
【００７９】
　光源は、例えば１つ又は２つ以上のＬＥＤであってもよい。ＬＥＤは、例えば、個々の
ＬＥＤ電球であっても、マルチＬＥＤストリップであってもよい。
【００８０】
　装置は、顔面で使用するための成形マスク、シュラウド、又はフードの形態であっても
よい。あるいは、装置は、シャツ、ベストなどの身体上、具体的には胴上で使用するため
の形状であってもよい。装置は、円形、楕円形、矩形、若しくは他の形状の形態であって
もよい、又はこれらの形状を有するパッチであってもよい。このようなパッチはまた、不
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規則形状、又は顔面若しくは身体の特定部分に適合するように設計された形状を有しても
よい。
【００８１】
　一実施形態では、装置は、米国特許第８，７７１，３２８号に記載のように、ランププ
ラットフォームと、遠隔バッテリーパックと、を含み、この開示は、参照により本明細書
に組み込まれる。ＬＥＤなどの放射ランプ用ランププラットフォームは、ランプが取り付
けられる第１の壁と、皮膚により近く、第１の壁から離間された第２の壁と、を備えるア
センブリ内に配置され、ランプは第１の壁に対して凹設される。第２の壁は、皮膚に対向
する反射面と、ランプからユーザへとランプ放射を伝達するための、第１の壁上のＬＥＤ
と実質的に整列した複数の光開口部と、を備える。ランプ及び関連する回路は、反射面が
皮膚に向かって比較的滑らかでシームレスとなるように、第１の壁と第２の壁との間に配
置される。ランプの数は、回路の数と同じように最小化され、他のアセンブリ材料は比較
的軽量のアセンブリとなるように意図的に選択され、治療セッション中のユーザの快適性
を高める結果をもたらす。壁はユーザに関して適応力のある調整可能性のために、柔軟な
硬さを有する。より具体的には、壁は、ユーザの顔面に関して凹面構成を有し、その構成
は、静止位置に関して調整可能であり、使用中のユーザへの緊密な適合と確実な係合のた
めに、ユーザの頭部寸法に関して拡大可能となっている。装置は、ランプ放射からユーザ
の眼を遮蔽するためのレンズを含む眼鏡フレーム又はゴーグルを備えるフレームと共に、
ユーザに装着される。実施形態の調整可能性は、支持フレームに関して枢動可能な壁によ
って更に高められ、そこではフレームが、ユーザの頭部寸法に関する選択的調整可能性の
ための伸縮自在のテンプルアームを含んでもよい。したがって、装置は患者の上にウェア
ラブルハンドフリーマスク又は類似物として支持される。電源は、エネルギーをランプに
伝達し、遠隔バッテリーパックを備え、そしてユーザ用に装置の使用回数をカウントする
ための、及び所定の使用回数後の装置交換の必要性を示すための、制御プロセッサをも含
んでもよい。
【００８２】
　プラットフォームは、頭部へ複数の手段、すなわち、眼鏡フレーム、ストラップ、引き
ひも、ハーネス、ベルクロ、ダイアル回転式又はスナップボタンで固定されてもよい。マ
スクが固定されると、あごから額を覆うように上方へ向けて調整されてもよい。マスクは
また、横から横を覆うように外側へ向けて調整されてもよい。更に、いったんプラットフ
ォームが曲がって／スライドして顔面領域をカバーしてしまうと、プラットフォームの皮
膚からの距離は、ユーザの皮膚面に関して所望の光強度を実現するために調整されてもよ
い。したがって、光治療は３つまでの物理的方向へ最大化され得る。
【００８３】
　本主題の調整可能性は、調整可能エネルギー出力、調整可能波長、優先ゾーン、タイマ
ーなどの形態の高められた適応性／調整可能性のために「スマート」な処理及びセンサシ
ステムを通して実装されてもよい。センサシステムのセンサにより、本主題の実施形態が
、色、座瘡、損傷密度などのためのセンサによる患者の顔面及び身体の皮膚の評価、並び
に、優先スポットのエネルギーを多少とも使用してのスマート処置の計画を行う能力を有
することができるであろう。本主題の実施形態は、皮膚のタイプ、年齢、問題の総体的深
刻さの観点からスマートとなり得、それに応じて処置をカスタマイズする能力を有する。
【００８４】
　別の実施形態では、装置は、米国特許出願公開第２０１６／００４５７５８号に記載の
ように、把持可能なスポットアプリケータアセンブリに配置されたＬＥＤなどの放射ラン
プ用の治療ランププラットフォームを含み、この開示は、参照により本明細書に組み込ま
れる。把持可能なスポットアプリケータアセンブリは、患者に対向する反射面と、ランプ
からユーザへとランプ放射を伝達するための複数のＬＥＤと、を含む。ランプ及び関連す
る回路は、把持可能な細長い構造体内に収容される。
【００８５】
　一実施形態では、光と同時に、又は連続して、超音波エネルギーも皮膚に送達される。



(13) JP 2020-2133 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

超音波エネルギーは、光装置によって、又は別個の装置によって送達されてもよい。
【００８６】
　一実施形態では、光送達装置は、光及び超音波エネルギーの両方を送達する。
【００８７】
　ヒアルロン酸の生成
　本発明によると、皮膚に対するグルコサミン塩酸塩の局所投与と赤色光若しくは近赤外
光又は両方への曝露との組み合わせは、そのような皮膚によって生成されるヒアルロン酸
の予想外の増加をもたらす。そのような組み合わせは、グルコサミン塩酸塩の局所投与又
は赤色光及び／若しくは近赤外光への曝露単独のいずれかによって生成される量と比較し
て、皮膚によって生成されるヒアルロン酸の量の相乗的な増加を提供することが見出され
た。
【００８８】
　加えて、他の形態のグルコサミンを含む他の活性成分との赤色及び／又は近赤外光曝露
の組み合わせは、皮膚におけるヒアルロン酸生成の相乗的な増加をもたらさなかった。
【００８９】
　一実施形態では、組み合わせは、ヒアルロン酸生成の少なくとも１．５倍の増加をもた
らす。
【００９０】
　ヒアルロン酸生成は、以下の方法によって測定され得る。
【００９１】
　ヒト皮膚線維芽細胞は、ダルベッコ改変イーグル培地（Dulbeccos'Modified Eagle Med
ium、ＤＭＥＭ）＋１０％ウシ胎児血清、５０単位／ｍＬペニシリン、及び５０μｇ／ｍ
Ｌストレプトマイシンからなる増殖培地中のフラスコ内で維持される。細胞は、処置前に
２４時間、フェノールレッドを含まないダルベッコ改変イーグル培地（ＤＭＥＭ）＋２％
ウシ胎児血清、５０単位／ｍＬペニシリン、及び５０μｇ／ｍＬのストレプトマイシン中
の９６ウェルプレートにおいて、１ウェル当たり１０，０００細胞で播種される。グルコ
サミンＨＣｌ又は他の活性物質を１０％ストックで１ｘＰＢＳに溶解し、様々な濃度で４
８時間培地に添加した。培養培地は、処置後４８時間で収集し、製造業者のプロトコルに
従って、ヒアルロナンＥＬＩＳＡキット（Ｅｃｈｅｌｏｎ、カタログ番号Ｋ－１２００）
を使用してＨＡ（Hyaluronic acid、ヒアルロン酸）分泌について測定される。活性を評
価するために、比色機会が４０５ｎｍで測定される。
【００９２】
　各試験された処置の正味のＨＡ分泌は、未処置の処置からのＨＡ分泌量を引いた各それ
ぞれの処置からのＨＡ分泌量から計算される。次いで、光＋活性物質による処置の組み合
わせによってもたらされる倍率増加は、光単独による処置からの分泌された正味ＨＡで割
った、組み合わされた光＋活性処置の適用からの分泌された正味ＨＡの倍率変化として計
算される。
【００９３】
　局所適用組成物及び光は、同時に又は連続的に投与されてもよい。連続的に投与される
場合、組成物及び光は、いずれかの順序で投与されてもよい。超音波エネルギーも投与さ
れる場合、組成物、光、及び超音波エネルギーは、同時に、又は任意の順序で投与されて
もよい。
【００９４】
　本発明の一実施形態では、皮膚老化の徴候のための治療を必要としている皮膚は、最大
約２重量％のグルコサミン塩酸塩を含む組成物を皮膚に局所的に適用することと、光送達
装置を使用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５０ｎ
ｍ～約１０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に皮膚を曝露することとに
よって治療される。
【００９５】
　本発明の別の実施形態では、保湿のための処置を必要としている皮膚は、最大約２重量



(14) JP 2020-2133 A 2020.1.9

10

20

30

40

％のグルコサミン塩酸塩を含む組成物を皮膚に局所的に適用することと、光送達装置を使
用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５０ｎｍ～約１
０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に皮膚を曝露することとによって処
置される。
【００９６】
　以下の非限定的実施例は、本発明を更に説明する。
【実施例】
【００９７】
　（実施例１）
　ヒアルロン酸の生成に関する以下の試験処置の活性を、未処置試料を対照として使用し
た上記のインビトロ方法を使用して比較した：ａ）６３３ｎｍの赤色光と８３０ｎｍのＩ
Ｒ光との組み合わせ（各々０．３Ｊ／ｃｍ２）、ｂ）６３３ｎｍの赤色光と８３０ｎｍの
ＩＲ光との組み合わせ（各々３Ｊ／ｃｍ２）、ｃ）細胞培地溶液中０．０２％グルコサミ
ンＨＣｌ、ｄ）細胞培地溶液中の０．２％グルコサミンＨＣｌ、ｅ）赤色光とＩＲ光との
組み合わせ（各々０．３Ｊ／ｃｍ２）、及び細胞培地溶液中０．０２％グルコサミンＨＣ
ｌの同時適用、並びにｆ）赤色光とＩＲ光との組み合わせ（各々３Ｊ／ｃｍ２）、及び細
胞培地溶液中０．２％グルコサミンＨＣｌの同時適用。
【００９８】
　結果を表１に示す。
【００９９】
【表１】

【０１００】
　赤色光及び近赤外光とグルコサミンＨＣｌとの組み合わせの処置は、光単独での処置よ
りもヒト皮膚線維芽細胞中のヒアルロン酸分泌を相乗的に増加させた。
【０１０１】
　（実施例２）
　実施例１と同じ試験方法を使用して、表２に示される処置をヒト皮膚線維芽細胞に適用
した。グルコサミン塩酸塩の代わりに、グルコサミンリン酸塩を使用した。
【０１０２】
　相乗効果は観察されなかった。
【０１０３】
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【表２】

【０１０４】
　（実施例３）
　実施例１と同じ試験方法を使用して、表３に示される処置をヒト皮膚線維芽細胞に適用
した。グルコサミン塩酸塩の代わりに、Ｎ－アセチルグルコサミンを使用した。
【０１０５】
　相乗効果は観察されなかった。
【０１０６】
【表３】

【０１０７】
　（実施例４）
　水酸化ナトリウムの量を調整することによって、４～５．５の範囲のｐＨ値で表４に示
される成分を使用して、グルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物を調製した。５．５を
超えるｐＨを有する組成物は、６０℃で７日後又は５０℃で３０日後に外観及び色につい
て視覚的に評価した場合、物理的に安定ではなかった。
【０１０８】
【表４】

【０１０９】
　（実施例５）
　特許請求される発明で使用するための２つの局所適用組成物を、表５及び６に示される
成分を使用して調製した。表５の局所適用組成物は、０．１％重量の亜硫酸水素ナトリウ
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【０１１０】
　実施例４に記載の方法を使用して物理的安定性について試験した場合、表５の組成物は
、表６の組成物と比較して改善された色及び外観を示した。
【０１１１】
【表５】

【０１１２】
【表６】

【０１１３】
　表７の組成物も調製した。組成物Ａ及びＢは、亜硫酸水素ナトリウム（組成物Ｃ）の代
わりに、既知の酸化防止剤であるＢＨＴ又はトコフェリルアセテートのいずれかを含有し
た。しかしながら、組成物Ａも組成物Ｂも、実施例４に記載の様式で試験した場合、組成
物Ｃに対する物理的安定性の改善を示さなかった。
【０１１４】
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【表７】

【０１１５】
〔実施の態様〕
（１）　皮膚によるヒアルロン酸の生成を増加させる方法であって、最大約２重量％のグ
ルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物をそのような皮膚に局所的に適用することと、光
送達装置を使用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５
０ｎｍ～約１０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に前記皮膚を曝露する
ことと、を含む、方法。
（２）　前記皮膚が、前記赤色光及び前記近赤外光の両方に曝露される、実施態様１に記
載の方法。
（３）　前記局所適用組成物が、約３．０～約５．５のｐＨを有する、実施態様１に記載
の方法。
（４）　前記光の強度が、約２０ｍＷ／ｃｍ２未満である、実施態様１に記載の方法。
（５）　前記皮膚を超音波エネルギーに曝露することを更に含む、実施態様１に記載の方
法。
【０１１６】
（６）　前記光送達装置が、光及び超音波エネルギーを送達する、実施態様５に記載の方
法。
（７）　皮膚を処置する方法であって、最大約２重量％のグルコサミン塩酸塩を含む局所
適用組成物を、皮膚老化の徴候のための治療を必要としている皮膚に局所的に適用するこ
とと、光送達装置を使用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光
、約７５０ｎｍ～約１０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に前記皮膚を
曝露することと、を含む、方法。
（８）　前記皮膚が、前記赤色光及び前記近赤外光の両方に曝露される、実施態様７に記
載の方法。
（９）　前記皮膚老化の徴候が、細かい小じわ及びしわである、実施態様７に記載の方法
。
（１０）　前記局所適用組成物が、約３．０～約５．５のｐＨを有する、実施態様７に記
載の方法。
【０１１７】
（１１）　前記光の強度が、約２０ｍＷ／ｃｍ２未満である、実施態様７に記載の方法。
（１２）　前記皮膚を超音波エネルギーに曝露することを更に含む、実施態様７に記載の
方法。
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（１３）　前記光送達装置が、光及び超音波エネルギーを送達する、実施態様１２に記載
の方法。
（１４）　皮膚を処置する方法であって、最大約２重量％のグルコサミン塩酸塩を含む局
所適用組成物を、保湿を必要としている皮膚に局所的に適用することと、光送達装置を使
用して、約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５０ｎｍ～約１
０００ｎｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方に前記皮膚を曝露することと、を含
む、方法。
（１５）　前記皮膚が、前記赤色光及び前記近赤外光の両方に曝露される、実施態様１４
に記載の方法。
【０１１８】
（１６）　皮膚老化の徴候が、細かい小じわ及びしわである、実施態様１４に記載の方法
。
（１７）　前記局所適用組成物が、約３．０～約５．５のｐＨを有する、実施態様１４に
記載の方法。
（１８）　前記光の強度が、約２０ｍＷ／ｃｍ２未満である、実施態様１４に記載の方法
。
（１９）　前記皮膚を超音波エネルギーに曝露することを更に含む、実施態様１４に記載
の方法。
（２０）　前記光送達装置が、光及び超音波エネルギーを送達する、実施態様１９に記載
の方法。
【０１１９】
（２１）　（ａ）最大約２重量％のグルコサミン塩酸塩を含む局所適用組成物と、（ｂ）
約６００ｎｍ～約７５０ｎｍのピーク波長を有する赤色光、約７５０ｎｍ～約１０００ｎ
ｍのピーク波長を有する近赤外光、又は両方を送達する光送達装置と、を含む、キット。
（２２）　前記光送達装置が、前記赤色光及び前記近赤外光の両方を送達する、実施態様
２１に記載のキット。
（２３）　約０．１～約２重量％のグルコサミン塩酸塩と、約２．５～約４．５のｐＫａ
を有する少なくとも１つの化合物と、を含む、局所適用組成物であって、約５．５未満の
ｐＨを有する、局所適用組成物。
（２４）　亜硫酸水素ナトリウムを更に含む、実施態様２３に記載の組成物。
（２５）　前記約２．５～約４．５のｐＫａを有する化合物が、クエン酸、乳酸、グリコ
ール酸、コハク酸、及びこれらの混合物からなる群から選択される、実施態様２３に記載
の組成物。
【０１２０】
（２６）　約０．１～約２重量％のグルコサミン塩酸塩と、約２．５～約４．５のｐＫａ
を有する少なくとも１つの化合物と、を含む、局所適用組成物を含むフィルムであって、
前記組成物が、約５．５未満のｐＨを有する、フィルム。
（２７）　亜硫酸水素ナトリウムを更に含む、実施態様２６に記載のフィルム。
（２８）　前記約２．５～約４．５のｐＫａを有する化合物が、クエン酸、乳酸、グリコ
ール酸、コハク酸、及びこれらの混合物からなる群から選択される、実施態様２６に記載
のフィルム。
（２９）　多層の水で除去することができるフィルムの形態の、実施態様２６に記載のフ
ィルム。
（３０）　グリセリン誘導体を含む下皮膚接触層を含む、実施態様２６に記載のフィルム
。
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